
上

海

の

心
畠

演
武
/
徐
支
忠

解
説
/
漏
正
宝

家

拳拳
最
終
回

心
意
六
合
四
把
撞

総
身
を
武
器
と
す

る
心
意
六
合
拳
。
そ
の
攻
撃

の
特
長
は
、
技

の
連
続
性
に
あ

る
。
拳
を
か
わ
し

て
も
肘
か
く
る
。
肘
を
か
わ
し

て
も
頭
が
飛
ん
で

く
る
。
徐
文
忠
氏
が

こ
の
上
海

一
の
ケ
ン
力
拳
法

心
意
六
合
拳
を
公
開
。
今
回
は
第

四
弾
、
最
終
回

で
あ
る
。

心
意
六
合
四
把
掻
は
、
か
つ
て
心
意
六
合
門
派
の
門
外
不
出
の
技
と
さ
れ
て
い
た
。
龍
・

虎

.
猴

.
馬
な
ど
の
十
の
形
は
拳
譜
の
中
で

「
心
意
六
象
」
と
い
わ
れ
、
拳
式
の
中
の

鷹
捉
把

・
虎
撲
摺

・
虎
窟
把

・
懐
抱
頑
石
把
の
四
つ
は

「
四
把
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。



輔轡翰 〆
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図

烏
牛
撫
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右

手

を
掌

に
し

て
弧

を
描

く

よ
う

に
股

間
部

ま

で

落

と
す

.
右
足

を
前

に
踏

み
出
す

と

同
時

に
、

右
肩

と

頭
で
前

に
肩

で
当

た

っ
て

い
く

.
(
写
真

30

)

●
掌

で

頭
を

打
ち
、

肩

で

ぶ

つ
か

っ
て

い
く
。
(
写
真

B

汗

～
②
、)
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画
鶏
誌

身

右
足

を

後

ろ

へ

【
歩
大

き

く
退

く

と

と
も

に
、
体

を

後
ろ

へ
回
す

.
同
時

に
右

手
を

半

円
を

描
く

よ
う

に
上

に
あ
げ

、

左

手
を

下

に
押
す

。
(
写
真

31

)

と

レつ

よ

國

搦
把

右

手
を

腹

の
前

ま

で
落

と

す
.
胸

の
前

を

通

し
て

同
時

に
右

足

を
引

き

戻

し
、

左
足

に
揃

え

る
,

両

手
を

腹

の
前

か

ら

一
緒

に
前

に
押

し
出

す

、
左

手

の
掌

の
根

一兀
は
右

手

の
親

指
側

に
そ

え

る
。

目
は

前

方
を

見
る

,
(
写

真

32

ー
臼

ー
2

)

塾

〔〕0

 

'



心

国

鷹
撫
把

右
足

を
前

に

一
歩
踏

み
出

す

と
同

時

に
、

右
手

を

頭

の
上

に
あ
げ

て

肘

で
前

に
打

つ
,

こ
の
と
き
、

右

掌

心

は
後

ろ
に
向

け
、

左

手

は
右
肘

の
内
側

に
添

え

る
。
(
写
真

33

㊤

)

つ
い
で
左

足
を

前
方

に

一
歩

踏

み
出
す

と
と
も

に
、

左

手
を

手
首

の
内

側

か
ら
前

へ
、
上

へ
、
下

へ
突

き

出

す
.

同
時

に
右

手
を

右
腿

の
外
側

ま
で
引

き
戻

し
、

肩

と
頭

を
前

に
ぶ

つ
け

る
。

そ

の
と
き
両
足

の
膝

を
ア

　

曲

げ

、
尻

を

あ

け

、
右

足

の

か

か

と

を

あ

げ

る

.、

「
臆

」

と

い
う

声

を

発

す

る

。.
(
写

真

33

②

、

⑤

)
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キノ
ミ

ま

た

ん

図

軽
歩
姑

(返
本
遷

体

を
あ
げ

る
と

同
時

に
右
足

を
半

歩

さ
げ

、
左

足

を

後

ろ

へ
引
き

寄

せ
、

左
足

の
か

か
と

を
着

地

さ
せ

て
虚

歩
と

す
る

。
同

時

に
左

手

を
右

手

の
下

か

ら
突

き

出

す
。

左
手

を
左

腿

の
内

側

に
お

く

.
右

手
を

股

間

部

に
お

き
、

両
腕

、

両
手

と

も
ゆ

る

め
、

両
手

の

手

元

は
自
然

に
下
向

き

、

目
は
前

方

を
平

視

す

る
。

(
写
真

34

①

、
②

)

心
意
六
合
拳

基
本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ー1

●
準
備
の
姿
勢

要

点

は

「躁

鶏
歩

」

に
同

じ
。
(
写
真

C

)

●
動
作
の
説
明

左
足

を

左

に
半
歩

踏

み
出
す

と

と
も

に

、
右
足

を

左
足

の
内
側

を

通
し

て
前

へ

一
歩

大
き

く
踏

み
出

す
。

同

時

に
左
足

を

前

に
引

き
寄

せ
る
。
(
写
真

D
ー
①

～

③

V

こ
の
逆

も
行

な

い
、
連

続

し
た

動

き

と
す

る
。

(
写

真

D

-
④

、
⑤

)
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★ 心 意 六 合 拳 教 室

「心意六合拳」の解説 をしていただいた 、扁正宝氏に よる指導 会

場は新宿 スホーツセンター(日 ・金曜)、 小平市民総合体育館(火 ・

土曜)、〒 旧0武 蔵野市 八幡町4一国一13堀 坂方 中国伝統 拳研究会

Li°42匹53唱381°473-87-°4881騰)一__一

麟 癒 騨

り
ゆ
う

ち
ょ
う

ぼ
う

龍
調
膀

相

季

の
足
欝

を

と

っ
て
膝

を
拷

ち
、

隅

で
胸

を
打

つ
。
(
写
真

ε
ー
①

、
②

)

用
法
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